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特集　ＳＤＧｓ未来都市
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「SDGｓ未来都市」とは、国がSDGｓの理念に沿って、持続可能
な開発（まち作り）に先導的に取り組む自治体を選定し、その取り
組みを支援する政策じゃ。
　２０１９年度は、全国で31の自治体が選定され、日南町は智頭
町とともに山陰で初めて選定されたんじゃ。

●2015年9月の国連サミットで全会一致で採択。
●2030年までの17の狙い・169の目標
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　森林資源を余すことなく活用した新たなビジネスモ
デルの構築として、「木のおもちゃ」の製造・販売、
次世代を担う子ども達への森林（木育）教育、ふるさ
と教育の推進による地元への定着促進など、幼少期か
ら生涯一貫した森林教育プログラムを構築し、「科学
的根拠に基づく教育」「年齢ごとに最適な「学び」を
実行する教育」を実践していくぞ。また、日南町から「木
の魅力と自然の力を感じられる」空間整備、仕組みづ
くりを構築することで、森林を根幹としたまちづくり
を実践していくぞ。
　町の恵まれた森林資源を活用し、新たな産業を創出
し、さらにヒト・モノ・コト・カネを域外から圏域へ
と流入させることで、地域内の経済循環を促す仕組み
づくりこそ、ＳＤＧｓの理念に基づく持続可能なまち
づくりには必要であると考え、「ＳＤＧｓ未来都市」
としての取り組みを推進していくこととしておるぞ。

　町の約９割を占める森林は、木材として
だけでなく、地球温暖化防止や水源涵養な
ど、たくさんの恵みを与えてくれておる。
ＣＳＲ活動の取り組み、企業との米や農産
物等を中心としたブランド化におけるタイ
アップ等にも取り組み、農林業を中心とし
た第一産業の推進を図ってきたんじゃ。　
　
　また、人口減少と高齢化などに対応した
持続可能なまちづくりを推進するため、公
共施設等を町の中心地域に集約し、拠点を
形成していく「コンパクト・ヴィレッジ」
構想。全国初の「ＣＯ２排出ゼロの道の駅
にちなん日野川の郷」を核として、森林支
援と消費者意識を接点とした環境プロモー
ションを展開していきたんじゃ。

■人間の安全保障の理念を反映し、「誰一人取り残さない」が標語

■先進国を含めた全ての国の目標、世界の共通言語

■社会・経済・環境は不可分であり、統合的に取り組む

■全ての関係者（政府、企業、NGO、有識者など）が役割

■モニタリング指標を定め、定期的に経過観察

日南町のこれまでの取り組み
■全国初！CO2排出ゼロの道の駅にちなん日野川の郷

■緩やかな人口減少を実現するコンパクトヴィレッジ構想

■FSC森林認証で、責任ある森林管理で持続可能な森林経営を

■町有林J-クレジット制度運用で水源涵養と森林教育を

■企業のCSR活動の誘致による森林育成活動の実施

今後はどのように取組み  ～SDGｓによる持続可能な林業経営創出事業～
■「木のおもちゃ」の製造、販売

■「林業従事者の確保」と「森林意識の継承」

■木育を基軸とした「木育広場等」の整備

■全国に発信する「生涯森林教育プログラム」の構築
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